
山地の林下に生える常緑の小低木。茎の基部はやや分枝して地をはい、先は立って高さ20-30cmになる。

葉身は厚く、深緑色で、倒卵状へら形、長さ3-6cm、幅1-2.5cm、上縁に1-3対の鋸歯があり、下部はくさび

形になって短い柄に続く。花は3-5月。茎の頂に長さ3-5cmの穂状花序につく。

朝来市は車道脇の林縁に生育しており、かなり以前の
逸出の可能性がある。

－
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、姫路市、市川町、たつの市、朝来市、香美町、丹波
市

■ 国内分布

北海道、本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツゲ科

兵庫県ランク…フッキソウ
環境省ランク… －Pachysandra  terminalis  Siebold et Zucc.


